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研究成果の概要（和文）：ジャガイモ疫病菌は、世界の4大作物であるジャガイモの最重要病原菌である。ナス
科のモデル植物であるベンサミアナから疫病菌抵抗性に必須な分泌タンパク質遺伝子SAR8.2mを単離した。本研
究では、SAR8.2mがコードする分泌タンパク質の成熟化ペプチドの構造を決定し、合成したSAR8.2mペプチドがジ
ャガイモ疫病菌、灰色かび病菌、トマト萎凋病菌などを含む病原菌の胞子発芽や発芽菌糸の伸長を阻害すること
を見出した。またSAR8.2mを発現したジャガイモ形質転換体の病害抵抗性が向上することが示され、SAR8.2mがナ
ス科植物の非宿主抵抗性に中心的な役割を担っていることが示された。

研究成果の概要（英文）：Potato late blight is the most important disease of potato, one of the four 
major crops in the world. We isolated the secreted protein gene SAR8.2m from Nicotiana benthamiana 
(a model plant of the Solanaceae plants) as an essential gene for resistance to the potato late 
blight pathogen, Phytophthora infestans. In this study, we determined the structure of the matured 
peptide of SAR8.2m and found that the synthesized SAR8.2m peptide inhibited spore germination and 
mycelial elongation of pathogens including potato late blight, gray mold and tomato wilt. In 
addition, potato transformants expressing SAR8.2m showed enhanced disease resistance, indicating 
that SAR8.2m plays a central role in non-host resistance of Solanaceae plants.

研究分野： 植物病理学

キーワード： ナス科植物　ジャガイモ疫病菌　分泌ペプチド　抗菌性

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、ナス科植物由来のペプチドが病原性卵菌（ジャガイモ疫病菌）だけではなくは病原性糸状菌（灰色
かび病菌およびトマト萎凋病菌）へも抗菌性を示すことが示された。非宿主抵抗性の決定因子として発見された
抗菌ペプチドの例はこれまでなく学術的に新規性が高い。また、人工合成できる抗菌ペプチドが、様々な植物病
原菌の伸長を阻害する活性を示すことが明らかとなったことから、環境負荷の少ない植物病害の制御資材として
の活用も期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
ジャガイモ疫病菌は、世界 4 大作物の 1 つであるジャガイモの重要病原菌であるが、ジャガイ

モと同じナス科のモデル植物であるベンサミアナはジャガイモ疫病菌に非宿主抵抗性を示す。
遺伝子サイレンシングを用いたスクリーニングから、ベンサミアナの疫病菌抵抗性に必須な新
規遺伝子として分泌タンパク質をコードする SAR8.2m 遺伝子を単離した。SAR8.2m サイレン
シング株では、ジャガイモ疫病菌の感染が植物全体に進展したが、 植物病原性の糸状菌や細菌
に対する抵抗性は野生株と同等であった。さらに、14種のPhytophthora属菌に対するSAR8.2m
遺伝子サイレンシング株の抵抗性を調べた結果、さまざまな疫病菌に対する抵抗性が顕著に低
下した。以上の結果から、SAR8.2m は広範な Phytophthora 属菌に対する非宿主抵抗性に関与
することが示唆された。疫病菌接種後のベンサミアナの野生株および SAR8.2m 破壊株の遺伝子
発現を RNA-seq 解析により調査したところ、SAR8.2m 破壊株では、感染初期の疫病菌のエフ
ェクター遺伝子群の発現が増加し、感染後期の宿主におけるファイトアレキシン合成遺伝子群
の発現低下が顕著であった。また野生株と SAR8.2m 破壊株の疫病菌接種後のファイトアレキシ
ン蓄積量を比較したところ、SAR8.2m 破壊株でファイトアレキシン蓄積量が著しく低下してい
た。以上の結果から、SAR8.2m 破壊株では疫病菌のエフェクターが効率的に宿主の抵抗性応答
を抑制することで感染が確立していることが示唆された。 
 
２．研究の目的 
様々な植物病原菌が多数の分泌タンパク質(エフェクター)の作用により植物の免疫機構を抑制
し、感染を確立していることが知られている。一方、植物は病原菌の分子パターンやエフェクタ
ーを認識して病原菌に対する抵抗性を発動する。これまでに植物-病原菌相互作用を決定する新
たな因子として、ナス科植物の分泌タンパク質が病原菌の感染機構を抑制する可能性を見出し
た。ベンサミアナの分泌タンパク質 SAR8.2m 遺伝子サイレンシング株では、ジャガイモ疫病菌
などの Phytophthora 属菌への抵抗性が著しく低下するが、病原性糸状菌や細菌に対する抵抗性
は影響を受けない。SAR8.2m は疫病菌の細胞内に移行することから、病原菌の感染機構を阻害
する植物エフェクターとして機能する可能性が示された。そこで本研究では、SAR8.2m が病原
菌の感染機構に作用するメカニズムを解明するために以下の問いを解明するための研究を行う。 
1) SAR8.2m が標的とする Phytophthora 属菌の因子は何か？ 
2) ベンサミアナに病原性を示す Phytophthora 属菌はどのようにして SAR8.2m を介した抵抗
性を打破しているのか？ 
3) SAR8.2m をジャガイモに導入することで、Phytophthora 属菌に対する非宿主抵抗性を付与
できるのか？ 
 
３．研究の方法 
（再提出時に記載する） 
 
 
４．研究成果 
（再提出時に記載する） 
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